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 姶良市重富地域で１月，外来生物法で輸入や飼育が禁じられている特定外来生物のアライグマ

１匹が捕獲された問題で，目撃情報が相次いでいる。ただし，アライグマと特定できたものはな

く，アナグマやタヌキとの見間違えも少なくない。専門家は「足跡など痕跡の特徴を周知した上

で，早期に対策をとることが重要」と訴える。 

 鹿県「尾や足跡に特徴」 
 県自然保護課によると，５月１９日の公表

から６月１０日までに県に寄せられた写真や

目撃情報は計３６件。地域にばらつきがあり，

見間違いも多いことから，アライグマと特定

できた情報はないという。 

 鹿児島市の碇谷淳一さん（61）は５月上旬，

甲突川周辺でアナグマを発見し，手持ちのカ

メラで撮影した。数日後，写真を知人らに見

せたところ，大半はアライグマと勘違いした。

碇谷さんは「アナグマを知らない人も多い。

一般の人には区別がつきにくいのではないか」

と話す。 

 県の担当者や専門家によると，アライグマは一見，大きさなどがアナグマやタヌ

キと似ているが，最大の特徴は尾のしま模様。だが，いずれの動物も夜行性のため，

正確な目撃情報や写真は集まりにく

いのが実情だ。 

 北海道ではアライグマが定着し，

農業被害が出ている。外来生物の生

態や対策を研究している北海道大学の池田透教授

（保全生態学）によると，農業被害など具体的弊害

が表面化しない限り，行政は対応に着手しないの

が全国的な傾向という。見間違えの情報も少なく

ないからだ。 

 池田教授は，アライグマが確認されてから人目

につくまでの〝潜伏期間″を約１０年と分析。池

田教授は「アライグマの繁殖能力はすさまじく，被

害が出たときには既に手遅れ。初期段階の対策が

重要」と強調する。 

 直接姿が見えなくても，痕跡でアライグマかど

うかを区別する方法はある。その一つが足跡だ。ア

ライグマには指が５本あり，細長く，はっきり分か

れている。歩く際はかかとまで地面につけるため，

足跡は子どもの手形のように見える。 

 細長い指のおかげで手先は器用。ミカンは皮を
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むき，スイカは穴を開けて中身だけくりぬいて食べるため，その痕跡でも見分けることができる

という。 

 県立博物館（鹿児島市）は周知を図ろうと，アライグマへアナグマ，タヌキのそれぞれの剥製

を並べて展示している。県は他の動物との違いや特徴をホームページで紹介。狩猟者に対しては，

猟友会総会や狩猟登録時に情報提供を呼び掛けていく。 

  （常深さゆり） 

https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kurashi-kankyo/kankyo/yasei/gairai/araiguma.html 

https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kurashi-

kankyo/kankyo/yasei/gairai/documents/25323_20120530165358-1.pdf 
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平成２７年６月１１日（木）/南日本新聞 


